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- ヤン.フアン･エイクの ｢秘密の旅行｣と亘の芸術的意味-
元 木 幸
は じ め に
ヨーロッパ中世未の大画家ヤン･フアン･エイクは,ブルゴーニュ宮廷に仕えたが,実は,
ブルゴーニュ公フィリップのために制作した作品も,公式に宮廷から注文された作品も現存し
ていない｡つまり宮廷画家としての活動の実態が判然としないのである｡そこで彼が宮廷でど
のような活動を繰り広げたのかを考えるとき,重要なのは宮廷の勘定書にはっきりと記載され
ている4度の旅行ではないかと思われる｡彼は,それらの､旅行で,何のため,どこへ派遣され,
何をしたのか,それらは大きな謎である｡ここでは,それらの謎に現在考え得る仮説を提示し,
さらにそれらの旅が彼の芸術に,そしてまた,フランドルや,旅先の地域の芸術にどのような
刺激を与えたのかについて,ささやかな試論を提示したいと考える1`㌧それを享,旅が芸術にも
たらすものについての一考察でもある｡
第 1章 ヤン･フアン･エイクの ｢秘密の旅行｣
まず,ヤン･フアン･土イクの旅行に関連する記録を以下に挙げておこう｡
1426.8.26. フィリップ公の命により行われた公の名による巡礼と,ある遠方への秘密の旅
行に対するヤンへの91リーブル5ソルの支払い｡①
1426.10.27. 遠方への秘密の旅行のために360リーブルの支払い｡②
1427･10･18･ ヤン,トウルネ市で市政府からワインを贈られる｡この日は聖ルカの祝日｡
1428.3.23. ヤン,トらルネ市再訪0
1428. ルーペ∵卿が率いる秘密の旅行の費用として160リーブル｡③
1428.10.19. フィリップ善良公とポルトガル国王ジョアン1世の王女イザベラとの婚儀を成
立させるための使節の一員としてポルトガルへ派遣さる｡
(1)拙論 ｢ヤン･ヴァン･エイクとブルゴ丁ニュ宮廷｣『文化』第43巻第1･2号,1979年,65-86頁参照｡
以前わたしは上記拙論で,｢秘密の旅行｣について論じたことがある｡しかし,近年の以下の論文を参照し,
いくつかの訂正すべきヒントを得たので,旧稿を改め,別の仮説を提示するものである｡P.H.Joly,"Jam
vanEyck'sltalianPilgrimage:AMiraculousFlorentineAnnunciationandtheGhentAltarpiece,"
ZeitschrljTtft1･Kunstgeschichte,vol.61,1998,pp.369-394.
なお,フアン.エイクの記録は,主に以下を参照した｡H.J.Weale,HubertandJohnvanEyck.TheirLlfe
andWork,London,1908.
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1428.12.18. リスボン到着｡
1429.1.3. アヴィズにてジョアン1世に謁見｡ヤンはイザベラの肖像画に着手0
2.12. 2枚の肖像画を完成｡さらにその2枚の複製と報告書とともに,陸路と海路に
分かれて,2組の使者がフィリップ公へ送られる｡
7. 結婚の契約成立｡
10.8. 王女イザベラとその随臣たちとともに使節団は,リスボンを出港｡
11末 フランドルの港スルイスに到着｡
1430.1.7. スルイスでフィリップ公とイザベラの結婚式O
1432.10.19. ヤン,ブリュージュからエダンへの旅費として19リーブル支払われる｡
1436. 公の命による遠国への秘密の旅行に対し,360リーブル支払われる｡④
この生涯記録を見ると4度の ｢秘密の旅行｣(下線部)に派遣されていることが分かる｡そ
れらがどこへ,何の目的で派遣された旅行なのかを判断するための材料として,まずは,｢秘
密｣ でない旅行の行き先と目的を検討してみよう｡ ･
まずもっとも明らかなのは,1432年10月19日のエダンへの旅行である｡エダンとは現在で
は北フランスの都市だが,当時はブルゴーニュ.公領で,公?奇妙なお賊力鳩 った町であるoエ
ダン城の奇妙さとは,わが国の忍者屋敷のようなさまざまな仕掛けである｡そこは多種多様な
人を驚かす工夫,装置が施された ｢からくり屋敷｣だったのである｡1433年にそれら装置を一
新する改装が行われたが,その時の会計担当官による記録を見てみよう｡
｢わが公の画家にして侍従のコラール リレ･ヴォレールに総額1,000リーヴルの支払い･--彼
がエダン城において施工した次のような仕事に対して｡
---それらの像には,水を噴出して人々を濡らす仕掛けが付いている｡また,上記の回廊の
入_り口に取り付けられ,その上を歩くご婦人方を濡らす装置と,歪んだ鏡に対 して｡それは,∫
呼び鈴を引くと,下にいる人の顔に煤や小麦粉をかける仕掛けである｡¢)｣
このエダン城は,したがって通常の政治,軍事的な城というよりは,別荘のような遊興のた
I
めの城であろう｡そうすると,お気に入りの画家が呼ばれた理由は,おそらく遊びに関わるこ
とと考えて良いのではあるまいか｡さらに翌1433年に改装が行われたことを考えると,その改
装に関わる仕事とも推定される｡もっといえば,別の画家コラール ･ル ･ヴォレールが1,000
リーヴルもの支払いを受けているのだから,ヤンが直接この仕事に関わったわけではなく,
ちょっとしたアドヴァイス程度のことで,呼ばれたのではなかろうか｡ところで,ブリュージュー
エダン間が19リーヴルだったわけだが,残念ながら他の ｢秘密の旅行｣と比較するにはあまり
に少額で,この旅行は,せっかく行き先と旅費が判明しているにもかかわらず,あまり参考に
ならないのである｡
(2)前掲拙論,79頁｡
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(1) スペイン･ポルトガル旅行
そこでもうーっ1427年のスペインのバレンシテへの旅行について検討したい｡先の記録で
は1427年10月18日にヤシはトウールネで聖ルカの祝日にワインを贈呈されている｡翌々日
にもワインが贈られ,それはバルセロナやバレンシアへのブルゴーニュ使節団に対してのも
のだった010月18日が画家の守護聖人ルカの祝日だったこと庭考えると,_この経緯は,ヤンJ
がこの使節団の一員で,たまたまトウールネを訪問したのがルカの祝日だったので,有名な
画家であるヤンだけに先にワインが贈られ,別の日にヤン以外の使節団にワインが振る舞わ
れたものであると考えて良いのではなかろうか｡
ところが,この外交使節団に関しては ｢秘密の旅行｣の支払い記録がない｡そこでもうー
度会計簿を調べると,1427年7月に何回かに分けて ｢良き,納得できる仕事に対して｣合計
120リー ヴルの支払いがあったことがわかる(3)0
そこでスペイン側の記録を見ると,ブルゴーニュの外交使節団が同年7月末にバルセロナ
に到着L!,バレンシアには8月に到着していたという.そして外交を終え, 10月15日より数
日前に出発している｡これはアラゴン王アルフォンソ5世の姪イサベラと,二人の妻に先立
たれたブルゴーニュ公フィリップの縁談交渉外交団だったのである｡フランドルからバレン
シアへの旅行にたいして120リーヴル支払われたというのは,他の旅費に関して推測するた
めの重要な判断材料となるだろう｡
③の1428年に160リー ヴル支払われた ｢ルーペ-卿が率いる秘密の旅行｣は,明らかであ
る｡つまり同年10月19日に出発し,翌年末に帰国した,ポルトガル国王の王女イサベラとの
縁談外交団である.この外交団の団長がルーペ-卿であり,しかも旅費の額から判断すると,
バレンシアより遠方だが,何倍も遠方ではなさそうだという距離にもぴったり合うからであ
る (直線距離で行くと,ブリュージュからリスボンまでは,ブリュージュからバレンシアま
での約1.5倍｡金額では, 160リー ヴルは120リー ヴルの1.33倍)■｡
この旅行は比較的記録が残っているので,旅程が分かりやすい(4).フランドルの港を10月
19日に出発して,リスボン着が12月18日である｡したがってフランドルからポルトガルへ
は約2か月かかったということになる｡
翌年1月3日に王と王女とに謁見がかない,王女の肖像画に着手する｡ヤンの役割は,い
わば見合い相手 (実際には ｢見ない｣で,｢肖像画を見る｣見合いだが)の肖像画を描くこ
とであった｡完成は2月12日で2枚制作した｡1枚を陸路,1枚を海路という具合に別々の
道を経由して運ぶためである｡同じものとはいえ,1か月余で2枚の肖像画を制作したので
ある｡またこの例から,この時代,自分で自分の絵の複製を制作するのが,決して珍しいこ
とではなかったということが分かる｡きわめて興味深い事例を提供してくれる記録である｡
(3)Joly,op.cit.,p.384.
(4)前川誠郎 ｢auvifの概念について- フランドル絵画史研究ノート-｣『美術史』 93-96号,昭和51年,
79-80頁に,その旅行記録の梗概がある｡
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肖像画完成後,本国からの返事を待つ間,使節団は暇なわけで,彼らはロマネスク以来の
有名な巡礼地サンティアゴ･デ ･コンボステラへの巡礼に出かけた｡これは巡礼とは言いな
がら,実際上は,出張のついでに名所巡りをするようなもので,今日の観光にきわめて近い
｢巡礼｣ だったといえよう｡つまり,中世の ｢巡礼｣には,かならずLも純粋宗教的理由に
よるものだけではなく,今日の ｢観光｣的要素-物見遊山的要素も含まれていたのであろう｡
このヤンたちのコンポステラ行きがそのことを示しているように思われる｡
とはいえ,この巡礼にはもう一つヤンが参加した理由が考えられる｡つまり,ここでもヤ
ンの描写力が利用されたのである｡この巡礼も公の名代としての巡礼だったとすれば,彼が
巡礼地で見たもの (特に聖遺物など)をその写実力で再現し,帰国後ブルゴーニュ公がそれ
らのスケッチを見ることで,コンポステラ巡礼を追体験できたのではないだろうか｡しかも
その追体験は,御利益の追体験でもありうることを期待されたのではないだろうか｡ニュル
ンベルクの帝国財宝の展観を描いた版画によくみられろ,聖遺物を鏡に映してその御利蚕を
運ぶ人々と同様に一 上の聖遺物へ向けて丸いものをかざしている人が何人か見られるが,
それが御利益や写す/移す鏡である-,ヤンの本物そっくりな絵は,本物と同様の御利益を
運んでくると考えられたのではないだろうか｡ヤンの絵はいわば鏡のような役割を果たした
のである(5)0
く2) 巡礼と十字軍
さて,以上を参考にして同年に支払われた1426年の①②の ｢秘密の旅行｣について考察し
よう｡①が91リー ヴル5ソル,②が360リーブルである｡約2か月の間隔をはさんで2回の
旅費が支払われているが,これが別々の2回の旅行に対してなのか,それとも1回の旅行に
対して何らかの理由で2回の支払いになったものかが,まず問題となろう｡
ところで,4つの旅行記録のうちで ｢遠方｣｢遠国｣ という旅行先を暗示するかに見える
言葉が付いていないのは,③のポルトガル旅行だけである｡とすると①②④は,③よりは遠
方への旅と考えてよいのではあるまいか｡ところが,①は旅費が約91リーヴルと,③の160
リーヴルよりずっと少額であるoまた,①から②までの期間はわずか2か月しかないoその
間にポルトガルより ｢遠方｣への旅をするというのは,不可能に近い｡なぜなら1428年の旅
行ではフランドルからリスボンまでの片道だけですら2か月かかっているのだから｡した
がって,合理的な解釈として,①②は一つの旅行だったのではないかという仮説が考えられ
る｡､その上で,2回の支払いの理由を兄いだすことが出来る,一体化した大旅行というのが
納得のいく仮説の大枠といえるのではなかろうか｡そうすると旅費総額は451リーヴル5ソ
ルということになる｡
(5)RejTormationinNil'1･nberg.UmbnLChundBewahrung(Ausstelungskatalog),Ndrnberg,1979,pp.44-45,
Taf.1.と拙論 ｢帝国都市ニュルンベルクとデュー ラー - 『カー ル大帝像』と『ジギスムント皇帝像』をめ
ぐって-｣『山形大学紀要 (人文科学)』第12巻 第1号,1990年,8頁,図6を参照されたい｡
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(図2)ロヒー ル ･フアン･デル･ウェイデン
《哀悼》フィレンツェ,ウフイツイ美術館
(図1)ロヒ-ル ･フアン･デル ･ウェイデン
《4聖人と聖母子》
フランクフルト,シュテーデル美術研究所
(図3)フラ ･アンジェリコ 《哀悼》
ミュンヘン,アルテ ･ピナコテーク
ではそのような大旅行とは,どこへ,何の目的での旅行なのであろうか｡
まず,①には ｢公の名による巡礼｣ という言葉がついていることに注目したい｡サンティ
アゴ ･デ ･コンポステラ以外でフランドルから遠方の大巡礼地といえば,想定されるのは二
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つである｡つまり,ローマと聖地イェルサレムである｡他の3つには ｢巡礼｣という言葉が
ついていないことから,ここでは,やはり特別な巡礼の目的があったと考えて良いのではあ
るまいか｡
そしてフィリップ善良公の人生を考慮に入れると,巡礼の動機として,そ甲前年1425年9
月15日の2番目の妃ボンヌ･ダルトワの死が注目される｡結婚したのは1年足らず前の1424
年11月である｡巡礼のきっかけが,この前妃の他界であると推定することができるのではな
かろうか｡当時亡き妃の冥福を祈って (免罪/頗宥を求めて),多忙な君主ではなく,代わ
りの人物が,巡礼に行くというのはけっして珍しいことではなかった｡
また,親しい人が亡くなった後に大きな巡礼を実行したという例を,われわれはヤン･フア
ン･エイクのきわめて近いところで見つけることができる｡ヤンと並ぶ,15世紀フランドル
絵画の巨匠ロヒール ･フアン･デル ･ウェイデンのイタリア旅行である(6)｡彼は聖年である
1450年,その年に亡くなった娘のために巡礼に出かけたOどこへ? ローマへ,であるC.聖
年は免罪符 (購宥状)を多量に発行する年であるOだから,人々はこの年にカトリックの本
山ローマに集まってくるOロヒールは,ローマへ行く途上でフェラーラやフィレンツェに立
ち寄り,そこで顧客となるような人々とつき合い,また画家同士で会うこともあっただろうO
同時代のイタTリア人歴史家バル トロメウス ･フアキウスによれば,ロヒールは,当時イタリ
アでもきわめて有名な,当代を代表する画家だったのである｡現在フランクフルト,シュテ-
デル美術研究所にある 《4聖人と聖母子》(図1)は,メディチ家の注文によるものであり
(右側の聖人は,メディチ家の守護聖人,聖コスマスと聖ダミア-ノである),またフィレン
ツェ,ウフイツイ美術館にある 《哀悼》(図2)は,明らかにフラ･アンジェリコの同主題
画 (図3)から,墓の構造や,画面全体の構成を借用したものと思われる(7)｡したがってロ
ヒ｢ルのイタリア旅行は,私的生活の∴私的な出来事にすぎないわけではなく,大げさに言
えば,ヨーロッパ美術史に足跡を残した芸術的出来事だったのであるC
こうしてみると,1426年の ｢巡礼｣は,前年に妃ボンヌ ･ダル トワを亡くしたブルゴー
ニュ公フィリップの名代としての,お抱え絵師ヤン･フアン･エイクによるローマ巡礼だっ
たのではないかと考えられるO
ところが,それだけでは,1426年の旅費総額451リーヴル5ゾルはあまりに高額ではなか
(6)ロヒー ル･フアン･デル･ウェイデンのイタリア旅行について述べているのは,バルトロメウス･フア
キウスの 『名士列伝 (Devirisilustribus)』(1456年)であるO'それについては,以下を参照のことoM.
Baxandal,"BartholomaeusFaciusonPainting.AFifteenth-CelturyManuscriptoftheDemris
llustribus,"JournalofthemarburgandCoLlrtauldInstitutes,ⅩⅩⅦ,1964,pp.100-101.
またロヒー ルのロー マ旅行についてはカントロヴィッチが単なる作り話に過ぎないと否定しているが,覗
在ではほとんど認められている｡E.H.Kantorowicz,"TheEstePol'traitbyRogiervanqerWeyden,"
JournalofthemarburgandCoLrtauldInstitutes,Ⅲ,1939-40,pp.165-180.
(7)この関係については多くの研究者が指摘しているO最近では以下を参照されたい｡M.L.Koster,"Ⅰ[aly
andtheNorth.A FlorentinePerspective,"meAgeofVanEyck.meMediterraneanWorldandEarly
NetherlandishPainting(ed.TilトHolgerBorchert),Londol1,2002,pp.79-93.北滞洋子｢15世紀後半のフィレ
ンツェ絵画に果たしたロヒー ル作『哀悼』(ウフイツイ美術館蔵)の役割｣『美術史』第129冊,平成3年,78-97頁｡
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ろうか｡ブリュージュからだと,バレンシア旅行と,ローマ旅行は,距離的にさして変わら
ないのである (直線距離ではローマは,バレンシアより約10%近い)｡とすると,別の場所
への旅行も合わせ,実行されたのではないかという推論を加えねばなるまい｡別の場所とす
ると,やはり聖地が考えられるのではなかろうか｡この額は,十分聖地旅行が可能な額であ
ろう｡
この時軌 聖地はオスマン･トルコに占領されていた｡トルコはビザンティン帝国をかな
り危機的状況にまで追い込んでおり,東ローマ皇帝はローマ教会に救援を求めてきていた｡
それに呼応して教皇は,ヨーロッパの皇帝,王,諸侯に対トルコ十字軍派遣を呼びかけてい
たのである｡多くの諸侯は緯距していたのだが,それに積極的に呼応した数少ない君主の一
人がブルゴーニュ公フィリップだった｡彼の父ジャンが14世紀末にやはり対トルコ十字軍の
ニコポリスの戦いで勇名をはせ,｢怖さ知らずのジャン (ジャン･サン･ペール)｣というあ
だ名で呼ばれるようになったことが,生涯念頭を離れなかったに違いない｡中世の騎士道を
時代錯誤的に追い求めるフィリップ公にとり,十字軍こそは,生涯をかけた理想だったので
ある｡それを実現するために,彼は何度も訪イェルサレム使節団を派遣している｡1421,1425,
1426,1432年と使節団を派遣したことが知られ,1436年にはトルコ攻撃決行の計画を立て
た.しかし準備が遅れて,ブルゴーニュ艦隊の編成が決まったのが1438年であり,1441年
にはやっとのことで艦隊がロードス島救援に向かったのである｡
聖地への使節団は,巡礼が理由だが- トルコは巡礼に対しては,イェルサレム旅行を容
認していた-,ブルゴーニュ公が派遣する使節団は,実際のところ対トルコ十字軍のための
偵察であろう｡そのことは,1421年の聖地巡礼視察団員ギュベール･ド･ラノワの報告を見
れば分かる｡
｢ガッリポリは,ロマニア海峡のギリシア側に位置している｡そこは,大きな要塞都市で,
海の近くに,八つの小塔を持つ,深い堀に囲まれた四角形の城塞がある｡この堀は陸地の側
では深いが,見たところ水はない｡海に近い方の堀は,浅いが水をたたえている｡この城塞
のすぐ下の海岸には,ガレー船や小船のためのきわめて小さな港があるOそしてそこには,
城塞を守るための,海岸を見下ろす大きな四角形の塔がある｡他方,海には防波堤がある｡
それは数本の高い杭で船着き場を囲み,ガレー船が入港するための入り口は,鎖は張ってな
いが,一つしかないようにしている｡私が彼の地にいたとき,この港には4隻のガレー 船と
ひじょうに沢山の小船が停泊していた｡トルコ人は,通常,他よりもここに,多くのガレー
船などを配備している｡いわゆるロマニア海峡の対岸には,ひじょうに立派な塔があり,ト
ルコ人は普通そこを通って国から国へと進攻する｡海峡は,この地点でおよそ3ないし4マ
イルの幅であり,したがって,上記の城塞と塔を抑える者は誰でも,トルコ人が海峡を横切
るのを妨害することができよう｡ そうなれば,トルコ人のギリシア征服は,不可能なことと
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して放棄されよう｡コンスタンティノープルからガッリポリまでは150マイルである｡ガッ
リポリから離れた所に,大きな船が停泊するのに適した場所がある--(8)｣
城塞や堀,港,海峡などのこまやかな観察から,明らかに戦略的な意図の下に記述された
報告書であることが分かる｡そして ｢トルコ人｣という言葉が何度も繰り返されていること
からみて,その仮想敵国がトルコであることは明白である｡聖地巡礼使節団の主要な目的は,
どうみても十字軍のための偵察だったのである｡
とすると,1426年の ｢秘密の旅行｣は,この同年の使節団の一員として参加した可能性が
高いのではないだろうか｡では,画家ヤンはいったい何のために参加したのであろうか｡
再びフアキウスの 『名士列伝』によれば,ヤンは,ブルゴーニュ公の注文で ｢世界地図｣
を作ったという｡その世界地図なるものが,どのようなものかはさておき,画家が世界地図
を作成することがありえたのである｡さらに15世紀に再発見されて,地理上の発見の契機と
なった古代ローマのプトレマイオスの 『地理書』や 『世界図』によれば,広い範囲を再現す
る地理学と,狭い地域を再現する地誌学があり,後者つまり地誌学には画家が必要であると
いう｡画家でなければ,地誌を正確に再現できないと言うのである｡プトレマイウス書の翻
案であるドイツ人地理学者ペトルス ･アピアヌスによる 『世界地理』の挿絵が,画家と地理
学,地誌学との関係を考える上でひじょうに示唆的である (図4)(9)｡ここでは,上下に二つ
ずつの挿絵が並べられている｡上では,地球儀のような世界図と人物の頭部像,下では丘の
(図4)ぺトルス .アピアヌス 『世界地理』挿絵 ｢地理学と地誌学｣
ワシントン,国会図書館
(8)良.Vatlghan,PhilbtheGood,London,1970,p.269.
(9)W.S.Gibson,MirroroftheEarth:TheWorldLandscapeinSixteenth-CenturyFlemishPainting,Princeton,NJ.,
1989およびウォルター･S･ギブソン ｢ピーテル･ブリューゲル (父)と16世紀フランドルの世界風景画｣
(元木幸一訳)『ブリューゲルとネ-デルラント風景画』展カタログ,国立西洋美術館,1990年,1ト25頁,
特に18貢13図｡
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上の要塞を含む風景画と,目や耳の部分図である｡世界全体を再現するのが地理学でそれは
頭部全体を再現する肖像画のようなものであり,一万,日や耳の細部描写にあたるのが地誌
学で,それは風景画のようなものである｡それゆえに風景画のような現実描写は,画家にこ
そ可能な技術なのである(10'｡つまりこの理屈によやと,地誌学的描写は,.ヤン･フアン･エ
イクのような画家にぴったりだというのである｡そうしてみると,縁談交渉外交団で,相手
の顔を正確に再現することが求められたと同様に,ヤンはここでも地勢や軍事施設を正確に
再現することが求められたのである｡あるい■は,世界地図を作ったという記録からすれば,
絵図のようなものを製作したのかもしれない｡いずれにせよ,ヤンは,今日のスパイが隠し
カメラで写真をとるように,筆を手にして,トルコという敵の軍事施設や港などを視察した
のではないだろうか｡
さて,そうすると1426年の ｢秘密の旅行｣は,･聖地とローマの二つの旅行を合体したもの
と考えるのがもっとも合理的だろうo当時,東方への出発地は,ジェノヴァ,ヴェネツィア,
ナポリのいずれかで,そこから船で聖地へ向かった.とすると,ローマ巡礼はその途中とい
うことになる｡そして2回に分けて支払われた理由もそれで理解できよう｡つまり,91リー
ヴル5ソルはローマ巡礼の旅費で,3610リーヴルが聖地旅行の旅費だったと.
したがって,この1426年の ｢秘密の旅行｣は,亡き妃の冥福を祈るためのローマ巡礼と,
対トルコ十字軍をもくろんだ聖地偵察旅行だったと推測されるのである｡
とすると,④の1436年の ｢秘密の旅行｣ も聖地への旅行と考えられるのではあるまいか｡
フィリップ公は,この年にトルコ攻撃決行の計画を立てたのであるから｡もともとブルゴー
ニュ公はさまざまな情報収集に熱心で,多くの間諜を雇い,その任に当たらせていた｡とす
ると,これから攻撃を決行しようどいうまさにその年に,重要な偵察の一員として優れた画
家ヤン･フアン･エイクを派遣したことは十分に考えられるのではないだろうか｡
ネ-デルラントの画家が,はるばも聖地にまで足を運ぶなどということが,実際にあるの
だろうか｡実は,次の世紀,二人のネ-デルラント画家が,聖地へ行ったことが知られてい
るのである｡
一人はヤン･プロヴォスト (1465頃-1529)で,アントウェルペンとブリュージュで活躍
した画家である｡彼の 《磯刑》(ブリュージュ,フルーニンゲ美術館)(図5)では,右側に
イェルサレムの光景が,左側にコンスタンティノープルの光景が描かれている｡彼はイェル
サレム巡礼同信会に所属し,個人的に聖地へ巡礼したらしい｡右側上隅のテンプル山の描写
はかなり正確である｡
もう一人は,ヤン･フアン･スコ-レル (1495-1562)で,彼は1519年にニュルンベル
(10)地理学,地誌学と絵画あるいは画家の関係性については,以下を参照されたいcS･アルパ-ス 『描写
の芸術』_(幸福輝訳)ありな書房,1993年, 203-268頁 ;幸福輝 ｢世界地図から世界風景へー ネ-デルラ
ント絵画における (地誌)と (風景)をめぐって｣ 『美の司祭と韮女一 西洋美術史論叢-』中央公論美術
出版,平成4年,131-161貢 ;小林典子 ｢世界図と風景- ヤン･フアン･エイクの (世界の表象)をめぐ
るエクフラシス｣『美術史のスペクトルムー 作品 言説 制度-｢』光琳社1996年,116-129頁｡
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(図5)ヤン･プロヴォスト《襟刑》
ブリュージュ,フルーニンゲ美術館
(図6)ヤン･フアン･スコ-レル 《イェルサレム入城》
ユトレヒト,中央美術館
クから,ヴェネツィア,そしてキプロス,ロードス,最後にイェルサレムまで行った｡《イェ
ルサレム入城》(ユトレヒト,中央美術館)(図6)では,構図がミケランジェロのシスティー
ナ礼拝堂天井画 《ノアの洪水》の影響を示しているが,遠くのイェルサレム光景は,彼がそ
の日で実際に見た景色の表現なのである｡
こうしてヤン･フアン･エイクの ｢秘密の旅行｣は,宮廷画家として,主君の代理として
の巡礼,その描写力ゆえの縁談の相手方の肖像画制作,そして十字軍のための偵察としての
スケッチあるいは絵図制作などを目的としてなされたと考えられるのである｡
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(図7)ヤン･フア~ン･エイク
《官房長ロランの聖母子》
パリ,ルーヴル美術館,部分図
第2章 美術の中の ｢秘密の旅行十:ヤン作品に見る異国モティーフとヤンが及ぼした影響
仕事上ではあれ,以上のような旅行が,芸術自体にまったく関係ないということはなかろう｡
どのように反映しているのだろうか｡まず彼の作品の中に旅行の足跡をたどり,次に彼の芸術
は彼が歩いた異国やフランドルの美術にどのような影響を与えたかを考察してみたい｡
(1) 雪の連山-アルプス風景
■フランドルは,海抜100メートル以下の低地帯である｡したがって雪の連山はなく,その
平地帯の有様はトリノ･ミラノ時祷書のバ ･ド･パージュなどに表現されている｡例えば,I
HandG ｢海辺の祈り｣のバ ･ド･パージュでは手前に5人の人物がおり,その彼方にどこ
までも拡がっていく広大な平原が描かれているのである｡これこそフランドルの平原であ
る(l)｡ところがヤンのいくつかの作品には,アルプスのような遠くに雪を被った連山が描写
されている｡例えば,《ニューヨーク対幅画》の左翼 (傑刑)の遠方には,蛇行する川の彼
方に白い連山が描かれている｡この作品はヤンの比較的初期の作品 (1420年代末)と考えら
れ,1426年のローマ巡礼の途上におけるアルプス越えの経験から獲得したばかりのイメージ
ではないかと考えられる｡
(ll)F.ベスフルグ,E.ケ一二ヒ 『ベリー公のいとも美しき時祷書』冨永良子訳,岩波書店,2002年,138頁
参照0
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(図8)ヤン･フアン･エイク
《聖痕を受ける聖フランチェスコ》
トリノ,ガッレリア ･サバウダ
(図9)ホーホストラーテンの画家
《聖痕を受ける聖フランチェスコ》
マドリード,プラド美術館
同様の遠方の雪山は,1430年代中頃の 《官房長ロランの聖母子》(図7)にもっと洗練さ
れた像として登場するO画面中央をこちらに向かって流れてくる,r蛇行する川の彼方に空気
遠近法的に青く彩色された連山が見え,その彼方に白く雪を被った山々が連なっているので
ある｡これは,以前の体験を元にしたイメージとも考えられるし,あるいは1436年の聖地巡
礼の機会に再び体験したアルプス ･イメージを元にしたものとも考えられよう｡
不思議なことに,これらの冠雪した連山のイメージは,やはり背景に細かい風景を描いた
同時代フランドルのもう一人の巨匠ロベール ･カンパン作品には現れない｡つまりこれらの､
ヤンによって作り出された魅力的な風景は,彼自身の旅の経験なしには生まれなかったと
いってよいのではなかろうか｡
く2) フランチェスコ派の巡礼地ラ ･ヴェルナ光景
ヤン･フアン･エイクのトリノとフィラデルフィアにあるはぼ同図柄の 《聖痕を受ける聖
フランチェスコ》(図8)の地形は,いかにも特徴的な岩壁の表現など,実見して初めて描
きうるようなほとんど正確なラ･ヴェルナの巡礼地の描写であるという｡ラ･ヴェルナは,
フランチェスコが聖痕を受けたと伝えられる,フィレンツェ近郊のフランチェスコ派の聖地
である｡さらにヤンが描いたこの地形は,さまざまな画家に影響を与え,この有名な巡礼地
の表現のステロ･タイプになるのである(12)｡これもイタリア旅行の反映といえるだろう｡
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(図10)ポルキウンクラの画家
《聖痕を受ける聖フランチェスコ》
カスチリョン,カブチン修道院
(図11)ヤン･フアン･エイク
《聖痕を受ける聖フランチェスコ》
図8の右側部分図
例えば,15世紀末から16世紀初頭にかけてアントウェルペンやブリュージュで活躍した匿
名の画家,不一ホストラーテンの画家による《聖痕を受ける聖フランチェスコ》(マドリード,
プラド美術館)(図9)や,アラゴン王国,カステリョンのカブチン修道院にある同国で活
動していた匿名の画家,ボルキウンクラの画家による 《聖痕を受ける聖フランチェスコ》
(1470頃)(図10)などがある｡ともに二つの岩塊に挟まれた風景構造という点,二人の人
物の姿,岩の上の樹木などの点でひじょうによく似ている｡ヤンの同主題作に基づくこ′とは
明らかであろう(13)0
さらにヤン･フアン･エイクの 《聖痕を受ける聖フランチェスコ》は,別のテーマでもフ
(12)フアン･エイクなどフランドルの画家と他のヨーロッパ諸国の美術の関係については,以下の論文を初◆
めとする,同書所収の諸論文を参照せよ｡Til-HolgerBorchert,"TheMobilityofArtists.Artistsof
CulturalTransferinRenaissanceEu1-Ope,"meAgeofVanEyck.meMediterraneanWorldandEarly
NetherlandishPainting1430-1530,pIう.33-51.
また,《聖痕を受ける聖フランチェスコ》とイタリア絵画との関係については,次の論文を参照のこと｡
江藤匠 ｢フアン･アイクの風景表現とフィレンツェ絵画- (聖痕を受ける聖フランチェスコ)を中心に-1
『美学』第47巻 第2号,1996年,59-70頁 ;同 ｢ヴェロツキオ,クレディ作 くどストイア祭壇画)の問
題-フランドル絵画との造形的,機能的関係について-｣『美術史』第155冊,平成15年,78192頁｡
ヤン･フアン･エイク 《聖痕を受ける聖フランチェスコ》に関する近年の研究は以下が重要｡JanvanEyck:
TwoPm'ntingsofSaintFrancisReceivingtheStigmata,Philadelphia,1997.
(13)M.Selink,"ANew LookontheWorld.ThelnventionofLandscape,"meAgeofVanEyck.me
MediterraneanWorldandEarlyNetherlandishPm'nting1430-1530,pp.213-219;J.Y.Luaces,"Flandersand
theKingdolnOfAragon,"TheAgeofVanEyck.TheMediterraneanWorldandEarlyNetherlandishPainting
1430-1530,DP.129-141.
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(図12)ぺトルス･クリストウス
《風景の中の洗礼者ヨハネ》
クリー ヴランド美術館
(図13)ヤン ･フアン ･エイク
《聖痕を受ける聖フランチェスコ》
図8の左側部分図
ランドルの風景表現の一定型 (ステロタイプ)を形成することになったように思われる｡つ
ぎに,15世紀フランドル絵画の中に,この風景型式を踏襲していると畢われる数点の作品を
観察しよう｡
その典型的構成要素は,岩が横に積み重なったような岩壁∴岩の上に生える樹木,岩壁の
向こうに覗かれる湖,そこに浮かぶ小船,岸辺の町,彼方の山々などである｡
その例としては以下の作品がある｡
ペトルス ･クリストウス 《風景の中の洗礼者ヨハネ》1445畢 クリ-ヴランド美術館
(図12)
ペトルス･クリストウス 《聖アントニウスと寄進者》1450頃,コペンハーゲン,国立美
術館 (図14)
ペトルス ･クリストウス 《洗礼者ヨハネ》(もともと 《聖女カタリナ》と対幅だったが,
第2次大戦で破壊),1460-65年頃,ベルリン,カイザー･フリ∵ドリヒ美術館 (図15)
ディーリック ･バウツ派 《ブラバントの真珠》左翼 (洗礼者ヨハネ)1465-80頃,ミュ
ンヘン,アルテ ･ピナコテ-ク (図16,17)
ディーリック ･バウツ 《イエスを指さす洗礼者ヨハネ》1462-64年,ミュンヘン,アル
テ ･ピナコテ-ク (図18)
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(図14)ペトルス ･クリストウス
《聖アント二ウスと寄進者》
コペンハーゲン,国立美術館
(図15)ペトルス ･クリストウス
《洗礼者ヨハネ》(第2次大戦で破壊)
ベルリン,カイザー･フリー ドリヒ美術矧日蔵
(図16)ディーリック･バウツ派 《ブラバントの真珠》
ミュンヘン,アルテ ･ピナコテーク
最初のペトルス作品 《風景の中の洗礼者ヨハネ》-(図12)は,岩壁の型式がヤン作品の右
側の岩壁と同一で,さらにその左に湖が見え,湖に一層の小船が浮かんでいる｡さらにヤン
作品の左手の岩塊頂部と同様に,岩の上に樹木が生えている.以上め点から,この絵は主に
《聖痕を受ける聖フランチェスコ》の右半分の風景 (図11)から全体的な構造を借用してい
るといえよう｡
次に同じぺ､トルスの 《聖アントニウスと寄進者》(図14)は,左手の岩塊の構造が,ヤン
- 79-
スパイか,巡礼か?- 元木
(図18)ディーリック･/〈ウツ
《イエスを指さす洗礼者ヨハネ》
ミュンヘン,アルテ ･ピナコテーク
(図17)ディーリック･バウツ派
《ブラバントの真珠》
左翼 (洗礼者ヨハネ)部分図
作品の左側の岩塊のそれとそっくりであり (図13),加えて頂上の樹木も類似している｡そ
の上,その寄進者像は,ヤン作品の聖フランチェスコ像と似ている｡要するに,ヤンの-《聖
痕を受ける聖フランチェスコ》の右側の風景画が,ペトルスの 《風景の中の洗礼者ヨハネ》
へ,そして左側が同じペトル大の 《聖アントニウスと寄進者》へと転移されたのである｡
さらに現在は失われているペトルス ･クリストウスの 《洗礼者ヨハネ》(図15)も前景に
大きな岩壁,その上の樹木,岩の向こうに見える湖,そして遠方の山々という点で,やはり
《聖痕を受ける聖フランチェスコ》を繰り返している｡さらにここでは,岩が横に積み上げ
られているような岩壁の構造も類似している｡
ペトルス以外では,ディーリック･バウツ周辺の2作品で,同様の風景型式が観察できる｡
まず帰属に議論があり,バウツ自身かその息子アルブレヒト･バウツに帰され 《ブラバント
の真珠》と呼ばれている 《東方三博士の礼拝三連画》(図16)の左翼 (洗礼者ヨハネ)であ
る｡ここでは (図17),左右両側の岩壁にはさまれた向こうに湖が見え,そこに一腰の小船
が浮かび,岸辺に都市があり,その向こう,はるか彼方に山々がかすかに眺望されるという,
全体構造が原則的に 《聖痕を受ける聖フランチェスコ》と同一である.全体としては,この
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作品がヤン作品にもっとも近いといえよう｡ただし,この風景は緑に包まれているために,
荒涼たる風景のヤン作品とは,雰囲気はずいぶん異なって見える｡
その点で類似しているのは,同じミュンヘンにある確実なバウツ作品の 《イエスを指さす
洗礼者ヨハネ》(図18)である｡ここでも両側に岩壁が描かれ,そのはさまれた空隙に水が
見え,遠くにぼんやり山々が見えているという構造が類似しており,一本の樹木はヤン作品
よりも 《ブラバントの真珠》により似ているが,岩の上の樹木という原理は踏襲されている｡
これらの作品群は,ヤンのイタリア旅行体験から生まれた 《聖痕を受ける聖フランチェス
コ》の風景表現が,ヤンから,ペトルス,バウツへと伝わり,初期フランドル絵画の風景表
現の-定型を生み出したということを示すだろう.洗礼者ヨハネのテーマが多いことが興味
深い｡聖フランチェスコに特別な風景が,フランドルにおいては,荒野を示す風景の定型へ
と展開したように思われる｡
そしてこれ以後,岩山,水,樹木,小船,町,遠方にかすむ山々という構成要素は,フラ
ンドル風景表現の主要な要素となり,16世紀の ｢世界風景｣のようなパノラマ的風景の源に
なると見て良いのではなかろうか｡逆に言うと,16世紀のブリューゲルなどの広大な風景表
現の源の一つは,ずっと遡ると15世紀フランドル絵画を経て,イタリアの風景に行き着くと
いうことになろう｡ヤン_･フアン ･エイクという偉大な画家の旅行が,一地域の百年以上に
わたって続く一つの風景表現の型を生むきっかけを作ったのである(14-0
(3) ヤン ･フアン ･エイク作品に見る南方植物
1426年に兄フ-ベル トから制作を引き継ぎ,1432年に完成した 《へ･ント祭壇画》には,
フランドルにはありえないような南方風の植物が見られる｡まず,中央画の中景奥に柑橘類
の実が生っているし (図19),ソテツや郁子に似た背の高い樹木も見える｡また,右翼2枚
には同様の南方風の樹木と柑橘類が描かれている (図20)｡この祭壇画は1432年に完成した
のだが,その1年半前にポル トガル,スペインから帰国したことを考えると,このポルトガ
ル,スペイン旅行直後の新鮮な体験の記憶や記録による成果がこれら植物なのではないかと
思う｡それによって,ヤンのこの風景は,いかにも南の遠方への巡礼という雰囲気を醸し出
すのに有効な道具立てを作り上げることに成功したのである｡ひょっとしたら,今日の旅行
代理店のテレビ･コマーシャルのように,この (巡礼者)パネルなどの風景は,はるかに遠
いサンティア-ゴ ･デ ･コンボステラへの旅情をかき立て,ある叫ま巡礼への意欲を喚起し
たのかもしれない｡ついでにいうと,(騎士たち)パネルは,十字軍兵士たちを挿入するこ
とで,ブルゴーニュ公が目指す十字軍への意欲をかき立てるべく描かれたのかもしれない｡
(14)世界風景など,16世紀フランドルの風景表現に関しては,注(9)の二フの文献を参照されたい0
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(図19)フアン･エイク 《ヘント祭壇画》中央画部分図,
ヘン ト シント･バーフ大聖堂`
(図20)フアン･エイク
《ヘント祭壇画》
右翼 (巡礼者たち)~部分図
(4) ヤン･フアン.エイクのイベリア半島への影響
ヤンのスペイン,ポルトガルへの旅行は,ヤンがその気候風土から様々なものを吸収した
だけではない｡影響関係は一方的ではなかった甲である｡ましてヤンほどの偉大な画家であ
るo当地の画家たちがヤンを模倣しないわけがない.イタリアとヤンの関係については,ワ
イスやミ-ス以来数多く論じられてきた(15)｡しかし,ヤンとイつリア半島の関係については,
やっと近年論じられるようになったにすぎない｡ここでは,近年の研究成果から,二つの例
を取り上げて,ヤンのイベリア半島芸術への影響を提示したい(16)｡まず,顕著な例として,
アラゴン王国アルフォンソ5世の宮廷画家ルイス ･ダルマウを取り上げよう｡このバレンシ
ア出身の画家は1431年にネ-デルラントに旅行し,そこで 《へント祭壇画》などヤン作品か
ら多くを吸収している｡彼の《バルセロナ市顧問団祭壇画》(1443-5,バルセロナ,カタル一
二ヤ州立博物館)(図21)は,《へ.ント祭壇画》の類似モティ.-フで際立っている｡
続いている顧問たちの後ろに立っている,助祭服を着用した女性たち (-天使たち)が
(図22),《へント祭壇画》からの借用であることは明白である｡《へント祭壇画》の音楽天使
(15)R.Weiss,"VanEyckandtheltaliansトⅡ,"ItalianStL/dies,vol.ll,1956,pp.1-15,vol.12,1957,pp.
7-21;M･Meiss,"JamvanEyckancltheItalianRenaissance,"veneziael'Europa,Venice,1956,pp･58-69･
(16)∫.Y.Luaces,op.ciLと同書に掲載されている以下を参考にした｡∫,LPorfirio,"Por[ugalandtheNorth,"
pp.157-165.
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(図21)ルイス ･ダルマウ 《バルセロナ市顧問団祭壇画》
バルセロナ,カタル一二ヤ州立博物館
(図22)ルイス ･ダルマウ 《バルセロナ市顧問団祭壇画》
図21部分図
たち (図23)の顔立ちや口を大きく開けて声を出している格好が酷似している｡また,右の
聖人の顔は 《へント祭壇画》の洗礼者ヨハネ (図24)にそっくりである｡さらに左の聖女は
やはりヤン･フアン･エイク風なのだが,《ドレスデン祭壇画》の右翼聖カタリナの左右反
転像であろうか｡というのも,この幼子イエスの格好が 《ドレスデン祭壇画》の幼子 (図25)
のやはり左右反転像に酷似しているからである｡ことに片方を伸ばし,もう片方を折り曲げ
ている脚の格好がよく似ている｡
またポルトガル王アルフォンソ5世の宮廷画家ヌーノ･ゴンサルヴィシュ (1450-1471にL
記録)の大作 《聖ウインケンティウスの祭壇画》(リスボン,国立古美術館)に登場する人
物の肖像表現は (図26),ヤン･フアン･エイクの影響を抜きにしては到底考え得ないほど
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(図24)フアン･エイク 《ヘント祭壇画》
(洗礼者ヨハネ)部分図
(図23)フアン･エイク 《ヘント祭壇画》
(音楽天使たち)部分図
(図25)ヤン･フアン･エ イク 《ドレスデン祭壇画》
部分図, ドレスデン,国立絵画館
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(図26)ヌーノ･ゴンサルヴィシュ
《聖ウィンケンティウスの祭壇画》
部分図,リスボン,国立古美術館
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(図27)ヤン･フアン･エイク 《アルベルガティ枢機卿の肖像》
ウィーン,美術史美術館
の執掬な写実的描写である｡例えば,右翼の老人の顔は,ヤンの 《アルベルガティ枢機卿の
肖像》(図27)を思わせるのではあるまいかO
このイベリア半島の2人の画家は,ヤンが訪れた二つの地域に対応する｡つまりルイス ･
ダルマウは1427年に訪問したバレンシア,バルセロナ等カタル一二ヤの画家であり,ヌーノ･
ゴンサルヴィシュは1428-29年に縁談外交団の一員として訪問したポルトガルの画家なので
ある｡ルイス ･ダルマウは1431年にフランドルを訪れ,それゆえにこそ,《へント祭壇画》
や 《ドレスデン祭壇画》のモティーフを借用できたわけだが,おそらくはヤンのバレンシア
訪問がなかったら,ダルマウのフランドル訪問もなかったのではないかと推測する｡ヤンの
カタル一二ヤで制作された絵画を見てこそ,ダルマウはフランドルを訪問したのではないだ
そのような制作途上の絵画を,まったく見ず知らずの同業者に見せることがあるとは信じら
れない｡ということは,この時すでにダルマウとヤンは,親交を結んでいたと考えてよいの
ではないかと思う｡そしてこの地域がかけ離れた二人の画家が親交を結ぶ機会といえば,ヤ
ンのカタル-ニヤ旅行時というのが,もっとも考えられるだろうoつまり,これらのイベリ
ア半島へのフランドル的様式の伝播もまた,ヤンの旅行を契機として生じたのではないかと
思われるのである｡
最後にエリック ･リードの言葉を引用したい｡この文明史家の言葉は,美術史においても
あてはまるように思えるからである｡
｢旅は歴史における (新しいもの)の主要な源泉である｡(17)｣
(17)エリック･リード 『旅の思想史 ギルガメシュ叙事詩から世界観方旅行へ』伊藤誓訳,法政大学出版局,
1993年,20頁｡
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Spy)OrPilgrim?:JamvanEyck'S′SecretTravels
andtheirArtisticMeanlngS
●
MOTOKIKoichi
JanvanEycktraveledonatleastfoursecretmissionsonbehalfoftheBurgundian
Duke.Wewilreseach,whatmissionshehad,andwherehetraveled.Inparticular,two
travelsin■1426arenoticeable.Itishypothesizedthattheyareapilgrimage亡oRomeforthe
sakeoftheDuchess,whodiedinthelastyear,andascoutingtoJerusalemforcrusade.
WherecanwefindtracesofthetaravelstoItalyandlberiaintheworksbyJam?We
findsnowymountainsofAlpsandMediterraneanPlantsthere.TheStigmatizationofSt.Eraf･lCis
includesaccuratetopographicalviewsoftheFranciscanpilgrimagesite.atLaVerna(near
Florence).ThelandscapeofSt.FrancisformulatesalandscapepaterninEarlyFlemish
paintings,forexample,inPetrusChristusandDiericBouts.
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